
（別紙３）

～ 令和　8年　2月　10日

（対象者数） 24 （回答者数）
13

～ 令和　8年　1月　31日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

視覚的支援や案内表示の改善を継続すること。

2

フォーマルアセスメントの活用を強化を図ること。

3

連絡手段の多様化を検討を行うこと。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域資源を使った活動に参加していくこと。

2

活動報告会の参加率を上げるための取組みの実施する

こと。

3

訓練状況を通信やホームページで発信すること。

環境・体制が整っており、保護者満足度が非常に高いこ

と。

活動スペースが広く構造化されていること。その日のメ

ンバーによって職員が配置が決まり、職員配置が適切で

あること。

個別支援計画の作成・共有・実施が適切で専門性が高い

こと。

丁寧な聞き取りとアセスメントを実施していること。職

員間の共有と振り返りを行っていること。

保護者との連携が密で安心して利用できる体制作りをし

ていること。

送迎時の情報共有や個別の連絡等で助言を行っているこ

と。

非常時対応の周知が保護者に十分伝わっていないこと。 非常災害時の対応を保護者に周知出来てないこと。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域交流・他機関との交流の機会が少ないこと。 併用者が多く本人・保護者ともに必要性を感じにくいこ

と。

保護者会・家族支援プログラムの実施が限定的であるこ

と。

活動報告会は実施しているが、保護者会の必要性を感じ

ていないこと。

令和　８年　1月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　8年　3月　3日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス事業所てんとうむし

○保護者評価実施期間
令和　８年　1月　10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


